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昭 和26 年8 月、 公職 追 放解除 となって 当社に復

帰 した 五島慶太 は、「復帰歓迎祝 賀 会」に臨 み、
全

社員に向け大要次 のよ うな抱 負を述べ た。(1)

人は 自分 の 事
業 を通
じて国家 社会に 奉仕 する

覚悟 を もつ こ と。(2)

近 郊 鉄道 業 は まっ た くロー カルな もので あ る

から、わ れわれはそ の中に閉 じこ も
ら ず視野

を広 くもつ こ と。(3)

事 業は 人であ る、 心身 を打 ち込 んで努 力を重

ねるなら ば、 どん な 事業 で も成功 するこ と疑

いない。(4)

役 職 員は絶 対に派閥 争いを避 け ねばなら ない 。

（5)日 本人の精 神 再建 の ため、 聖徳 太 子の17 ヵ 条

憲法 第1 条「和 を以 っ て 貴し と為す」を復 元し

たい 。

この抱 負は、 その後活 発に展開 される 当社 事業

の精神的 な礎石 となっ た。

五島慶 太は、27 年5 月 ふたたび 当社会長に就 任

し、 ただちに 事 業拡張 の諸構 想 立案 に取 り組 んだ。

こ こに語ら れている 多摩田 園 都市 （城 西南新都

市）の建 設は、長 期的 展望 に 立つ 事業 とし て 戦後10

年 を待たず に 着 手さ れたのであ る

まさに 五島 慶太におい ては、「事 業こ そ 私の 生

命 」であ った





当社が「城西南地区開発構想」を発表した昭和28

年当時の川崎市宮前、横浜市港北区一帯の様子は、

大正5 年に書かれた佐藤春夫の小説『田園の憂鬱』

の舞台とさして変わらなかった。

「それはT とY とH との大きな都市をすぐ6 ・7

里の隣にして、三つの劇しい旋風の境目にでき

た真空のように、世紀から置きっ放しにされ、

世界から押流されて、しょんぼり置かれている

のであった」

東京から15 ～35㎞の至近距離に位置するこの地

域が、長く歴史の舞台から忘れられていた背景に

は、地形と交通手段 に恵まれなかったことがあ

げられる。多摩川と境川にはさまれた多

摩丘陵の陵末地域にあたり、標高

30m から90m の間を縫って大

小の河川が流れている。

山林が多く、農地

は谷戸に

連なる水田と傾斜地にひろがる畑で、地味はやせ、

生産力はきわめて低 かった。農家の生計は、炭焼

き、野菜づくり、花木の栽培、養豚、養鶏などの

副業 によって支えられていた。

唯一の交通手段である大山街道は、かつて東海

の駅路として栄えたが、東海道の整備とともにさ

びれ、道幅の狭い砂利道つづき、国道とは名ばか

りで、交通は元石川、荏田および川和に当社と市

営のバスが1 日数本乗り入れているだけであった。







昭和28年1 月19日、五島会長は「城西南地区開

発趣意書」を発表し、大山街道沿いに500万坪の土

地を買収して、第2 の東京都をつくる構想を披歴

した。

「 東京都は、最近 、 毎年50 万 人 も人口が増 加し、

公 共施 設は追いつ かず、ほ とん ど機能 は 失われつ

つある。そこで、 人口膨張に悩んだロンドンやニ

ュー ヨー クがそ の郊外に衛 星都 市をつ くり、過 剰

人口を移植したように、田 園調 布をつくった当社

が 、 い ま や
人 口 膨 張

に 悩 む 東 京を 救 う た め 、 こ れ

を計画 した 」と語り、 さらに「 新都 市の 交通手段 と

して鉄道か高速
道路を つ

くる」と約束し地元の協

力を要請した
。

あまりにも壮大な計画 であり、やがてそれは、

大山街道沿いの人々をして、開発賛否の渦中に投

げ込んだ。

しかし、この地域 一帯が長く歴史から忘れられ

てい た 土地 柄 から、 当社計 画 に熱 い期 待が寄 せ ら

れ 、28 年3 月 、 早 く も 川 崎 市宮 前 に 最 初 の 開 発 委

員会が結成された。そこ で当社は、開発委員会に

土地の取りまとめを要請し、 土地買収の スタート

を 切っ た。

開 発 委 員 会 方 式 の土 地 買 収 は 、 宮 前 地 区 で の 順

調なすべ りだしに よって大きな成果を あげ、 各地

に開発委員会が結成された。

しか し、 農地 の 買収 は、 食糧 増 産を旗印 とする

当 時 の 農 地 行 政 と 相 容 れ な か っ
た の で あ る 。 厳

し

い 農 地 行 政 が 、 当 社 の 城 西 南 開 発
計 画
の 実 施 に 、

深刻 な 事態を もたらした。



地 元開 発委員会 の協力 を得て土 地買 収を 進めた

当社 は，昭 和31 年1 月 、「城 西南地区 都市計 画 の基

本 構想」を まと め た。

（1） 城 西南地域4000 万 坪 の中 に衛星 都市4 個 を

つ くり、 人 口40 万 人を収 容 しうる合計1200 万

坪 の都市 を配 置する
。

(2) 交 通 は大井町 線の電車延 長計 画と街路 計 画

お よび東 急 ターンパイ ク（渋 谷 ～江ノ島 間 有

料 自動 車専用道路 ）計画 の三つ とす る。

基本 構想 は
、
そ の後
、
開 発区 域内 の土地 利用計

画 を加 えて、 同年7 月 、 発足 し たば かりの 首都圏

整備委 員会 に提 出 され た。

しか し、31 年4 月 に公布さ れた首 都圏整 備法 は

首都東京 の膨張 を抑 える ため、 首都 圏近郊 に グリ

ーンベ ル ト（緑 地帯 ）を
設 定し
、
特 別
な場 合 を除い

てここ での 開発 をいっさい認 め ない、 とするも の

であ り。 多摩川 西 南新都市計 画の大部分

がこの グリー ンベル トに含 まれた。

この ため当社は
、
前

記の多摩川 西南新

都市計画 が東

京の 人口

を収

容す るた

めに立案さ れ

た ものであ り、 そ

れは同 時 に首 都圏整

備の趣旨に沿 う もの で

あることを強調、 グリーン

ベ ルトの指 定回避 を要請 した。

しかしその壁は厚 く、 打開 の道

は容 易に開かれ なかっ た
。

こ うしてグ リー ンベル ト問題 は、

多摩川 西南新 都市計画 の実施 に当 り、

農地法 とならぶ第2 の 障害 とし て大 きく立ち

はだかっ た。





多摩川西南新都市計画は、モデル都市の建設か

らはじまった。買収地が比較的まとまっていた川

崎市野川、横浜市港北区荏田町および同恩田町の3

か所が選ばれ、さっそく土地区画整理計画がま

とめられた。

上地買収が思うように進 まず、加えてグリーン

ベルト問題が表面化しつつあるとき、当社は計画

の一部を実施することによって局面の打開を図る

ことにし、同時に新都市建設にかける当社の真意

を知ってもらおうと考えた。そうしたなかで、川

崎市野川で計画された土地区画整理事業（22ha ）は、

今後の事業の成否を占う上で重要な意味を持って

いた。

施行地区は大井町線溝ノ口駅から西南2 ．5㎞ の

第1 ブロック内にあり、区域はその大部分が農地

によって占められていた。組合の設立準備は昭和32

年に具体化し、地元土地所有者の同意取 り付け

や、行政当局との折衝が2 年半近くにわたって続

けられ、34年5 月、組合が設立された。

事業の実施に当って、理事長に当社役員が就任

し、組合員以外の地元関係者も事業に参画すると

いう異例の形がとられ、事業のすべてを当社が代

行した。それは、モデル都市を立派に仕上げるこ

とによって、今後の巨大開発に備えるためであっ

た。

一方、横浜市港北区で計画され土地区画整理事

業は、グリーンベルト問題がネックとなって、組

合の設立が遅れていたが、34年9 月、「鉄道駅から

おおむね1 ㎞の範囲内に限り市街地許容区域とす

る」とした首都圏整備委員会の回答を得て、36年4

月と6 月、恩田第一および荏田第一の両地区の

土地区画整理組合が相次いで設立された。







昭和30年代の後半に入って、土地区画整理組合

の設立が相次ぎ、多摩川西南新都市の建設はよう

やく軌道に乗った。

モデル都市野川の街づ くりが進捗するなかで、

鉄道計画が具体化し、さらに、この地域を走る2

級国道東京沼津線の改良工事が始まったなどが、

地元の開発気運を大いに高めたのである。

こうして多摩川西南地域における土地区画整理

事業は、電車開通（41年4 月）までに、モデル地区

を含む16地区で組合が発足し、施行面積も全部で1298ha

（東急不動産が事業を受 託した2 地区を含

む）に達した。

特に組合設立の動 きがめざましかったのは、第1

ブロックの宮前地区と第3 ブロックの恩田・谷

本地区であった。地域の遅れを取り戻したいとす

る地元住民の熱意の賜物だった。

これらの区画整理事業では、山林や原野におお

われた多摩丘陵が切 りひらかれていき、街づ くり

に必要な道路、公園、水路などの公共施設が整備

された。

また、鉄道用地や2 級国道東京沼津線の道路用

地 も確保され、各所で区画整理道路 との立体交差

が実現した。さらに都市生活に欠かせない水道、

ガス、電気などの供給基本施設も、関係当局の協

力を得て進められた。

なお、各地区の区画整理事業は、組合との事業

代行契約によって当社が受託し、現地4 か所に設

けられた都市建設事務所がその業務を担当した。





大井町線の鉄道延長計画は 、昭和31 年9 月、溝

ノ 口 駅 か ら 国 鉄 横浜 線 長津 田 駅 に い た る延 長13
．54

㎞ の地 方鉄道 敷 設免許の申 請に よっ てその 第1 歩

を踏 み だした。

申 請 は 翌32 年11 月、 区 間 を さ ら に 延 長 し て 溝 ノ

口 ～中 央林間（小田急江 ノ島線 ）間 に変更 された。

新 玉川線 の建 設を前提 に した営団地 下鉄銀座線 へ

の 乗 入 れ 計 画 を 取 り 止 め 、 単 な る 大 井 町 線 の 延 長

計画 として進めるというものであった。

35年9 月に免許を取得した当社は、2 年後の 工

事施行認 可申 請期限 を前に して、 具体的な ルー ト

の選定に入り、37 年9 月、溝 ノ口～長津 田間の分

割 工事施行認可申請を運輸 大臣宛に提出し、長津

田 ～ 中 央 林 間 間 の 工事 は 、 今 後 の 開 発 状 況 を み は

からっ て実 施する こ ととした。

申請路線は、多摩川西南新都市計画との関係を

考慮 し、 で きるだけ区画 整理 施行地 区（ または 予

定地）内を通るよう計画され、道路との交差部分

は、長津田駅付近の1 か所を除いてすべてが立体

化された。また、電車基地は鷺沼駅付近に計画さ

れ、免許申請に記載された中間6駅は、地元の要

望によって、その後、新たに4駅が追加された。

一方、東急ターンパイク（渋谷～江ノ島間有料

自動車専用道路）計画は、予定ルートは日本道路

公団の第三京浜道路計画と競合することになり、

結局、申請取り下げのやむなきにいたった。



溝ノ口～長津田間の鉄道建設は、昭和38年10月

に着工の運びとなり、これを機に当社は、多摩川

西南新都市を「多摩田園都市」と命名し、大井町線

を「田園都市線」と改称した。

工事は、新線部分を六つの工区に分け、既設大

井町線の改良工事と併行して進められた。改良工

事は、上野毛～二子新地前間の高架化と二子玉川

専用橋梁の新設および国鉄南武線を横断する溝ノ

口駅付近の高架化であった。

土木工事からはじまった鉄道建設工事は、軌道

工事、電気工事、駅舎の建設へと進み、2年6か

月の歳月を以って予定どおり完成した。

駅名は、地名の由来などを考えに入れながら決

められたが、とりわけユニークな駅名となった

「たまプラーザ」（元石川第一土地区画整理地区内）

は、社長五島昇が命名した。多摩田園都市が、こ

の元石川に設けられたプラーザ（スペイン語で「広

場」を意味する）を中心に発展することを念願した

ものであった。

こうして、41年4月1日、地元待望の田園都市

線溝の口～長津田間（14 ．2㎞）が開通した。 当日は

あいにく小雨模様であったが、溝の口駅を出発し

た祝賀電車は、沿線各駅で多数の地元住民の歓迎

を受けた。

田園都市線の開通によって、これまでこの地域

の主要交通機関であった路線バスは、鉄道駅を中

心に路線の編成替えが行われた
。
なお、長津田以遠の鉄道建設は、43年4月の

「つくし野駅」までの延長を実現した後、3回の延

長工事が行われ、59年、田園都市線の全通をみる

のである。







電車開通後の街づくりにそなえて、当社は基本

計画ともいえる「ペアシティ計画」をつくり、人口

誘致 に乗りだした。

ペアシティ計画は拠点開発とネットワークによ

る都市づくりを狙いとしたもので、この地域に産

出する 多゙摩川梨″にちなんで命名された。多摩

田園都市一帯にナシの実を模してプラザやビレッ

ジ、 クロスポイントなどの拠点をつくり、その周

囲に緑、交通、ショッピングなどのネットワーク

を張 りめぐらそうという構想である。

計画は4 期 に分けられ、1 期5 年単位で昭和60

年には40万都市の実現 を目標にした。

具体的な人口誘致策は、分譲地の販売や地元所

有地利用による集合住宅の建設および大団地の誘

致といった形で推進された。分譲地の販売にあた

っては購入者に一定期間内の住宅建設を約束させ

た。 また、地元所有地利用による集合住宅の建設

では、地上権対価方式と一括賃貸方式の二つを創

案し、これを実施した。地上権対価方式は地元所

有地に地上権 を設定して、分譲用の集合住宅を建

築するものであり、一括賃貸方式は大手企業向け

に寮、社宅を建設し、地元土地所有者の収入確保

に手をかした。大団地の誘致 には神奈川県住宅供

給公社の桜台団地および日本住宅公団 （現住宅都

市整備公団）のたまプ ラーザ団地などの事例があ

げられる。

こうして、人口誘致策は着実に進展し、多摩田

園都市は短期間のうちに急激な人口増加をみたの

である。電車開通時、 わずか5 万人程度にすぎな

かった沿線人口は、5 年後には2 倍の10万人に増

え、10 年後の昭和50 年には20万人に達した。 また、40

万都市は昭和61年 にその目標を達成した。

ただ急激な人口増加は反面、学校、交番、消防

などの公共公益施設の不足を浮彫りにし、なかで

も小・中学校の建設が焦眉の課題として浮かびあ

がった。



つ きみ野駅
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